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論 文 内 容 の 要 旨
近年, 肝臓外科における肝神経黄の問題が関心を集めている｡ 既に1947年 来, 仏 の＼MaleトGuy は
"肝動脈周囲神経切除術" が肝炎の予後を軽快せしめると述べ, これはおそらく肝脂質代謝の改善による
ものと推定している｡ 一方, McDermott 等は, 肝動脈周囲神経黄が肝血行に重大な影響を有することを
認め, 同神経切除にもとづく肝血流増大効果を臨床的に応用する可能性を提起している｡




方法 :実験は全て成犬を用い, 手術はネンブタール静麻下に行なった｡ 神経草の組織学的観察のために
は, 蛍光法, 髄鞘染色, 鍍叙法を用いた｡ 肝動脈及び門脈血流量の測定には, 各 電々磁流量計及び超音波




肝動脈周囲神経叢は殆んど交感神経性節後繊維よりなり, その分布は肝動脈系に最も豊富にみ られ る
が, 同神経叢切除後には, 肝内における, これら交感神経要素の広範な脱落を認めた｡
(2) 肝動脈周囲神経切除後の肝血流量の変化
神経切断の影響は, 各被験個体によって一様でなかったけれども, 要約するに, 実験例の約60%におい











群においては, 肝重量増加が対照群に比し, やや高い反面, 体重の減少がより高度である傾向を認めた｡
再生肝の組織学的所見, 糖原あるいは脂肪含量は各時期において, 対照群と何等異るところはなか っ
た ｡
考按ならびに結論 :
肝動脈周囲神経叢の構成及び分布よりして, その主要な作用は, 肝血管運動支配にあると推定 され る
が, その遮断が定常肝血流量を増大させるか否かほ, 一様に決定し難く, 肝血管緊張支配の性格に対し検
討を要する｡
従来, 門脈血流量の増大は肝再生を促進すると論ぜられているが, 肝動脈周囲神経切除の効果が, 肝部
分切除後の肝血流量上昇に大きな役割を涜ずるとは考え難い｡
肝神経遮断後の肝再生に対して, 血行上の影響と別に, 肝代謝機能を介した影響については, 更に別途
考慮の要があるものと思われる｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
肝動脈周囲神経叢の生理学的意義については議論のあるところで, 外科方面でも神経切除の治療効果を






40%肝切除後, 動脈血流量は30% ないし40%の減少を示したが, 門脈血流量には著変はなかった｡ 神経
切除を合併しても基本的にはことならない｡
神経切除の肝再生におよぼす影響は肝重量増加がやや高くなる反面, 体重の減少がより高度である傾向
を認めた｡ しかし推計学上は有意のものでない｡ 再生肝の組織学的所見 糖原あるいは脂肪含有量にはな
んら影響は認串られなかった｡
本研究は肝臓外科に貢献するところがある｡
本論文は学術上有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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